
「ぎふな夜〜オンライン移住相談会〜」を開催して

一般社団法人かかみがはら暮らし委員会 高田桃子



名称：一般社団法人かかみがはら暮らし委員会

はじめに

概要

代表理事：長縄尚史

設立：2016年 8月4日

・KAKAMIGAHARA STAND企画・運営

・各務原マーケット日和 企画・運営

・各務原自然体験塾 企画

・寄り合い・部活動など、コミュニティ創出事業実施

メンバー：60名以上（2021年2月現在）



はじめに





・移住実践者の実体験を提供することで、

岐阜県への移住の魅力を直接的に伝える。

事業目的

・移住する際のサポート等まで伝えることで、

より明確に移住のイメージができるように促す。

・現在の情勢だからこそ移住を検討する方に、

オンラインで気軽に相談できる機会を設ける。



ぎふな夜 –オンライン移住相談会 −

目標

・各セミナー後に実施するアンケートで、セミナーの満足度80％以上．

・各セミナーの参加者30名以上.

・岐阜県への移住を検討している方のフォローアップミーティングを

5回以上開催．

・移住検討者にとって貴重な参考意見！

・現在の情勢を踏まえて、オンラインがベスト！

・オンラインでのトークイベント・座談会形式で参加者が参加しやすい！

必要性



事業内容

無料WEB会議アプリ「Zoom」を用いて開催

zoomで参加。トークショー中はミュート

（チャットは可）にしてもらい交流会や

質疑応答ではコメントを頂く．

①講師それぞれに体験談等を話していただく

②司会者を交えたトークショー

③参加者（可能な方）にもビデオ・マイクオンで参加

してもらい交流会、質疑応答

④アンケート実施、次回告知後に終了（計２時間）

・年齢／性別

・本日のセミナーの満足度

・岐阜県への移住を

どの程度考えているか

・フォローアップ

ミーティングを希望するか

など

アンケート内容例

（全て選択肢式解答）





【フォローアップミーティング（1時間を予定）】

・無料WEB会議アプリ「Zoom」を用いて開催

・個人向けにニーズに応じてさらに詳しい情報を提供

（コンシェルジェも含む。

必要に応じて２名程度を予定）

※ 希望に応じて実施

フォローアップミーティングについて



多くのターゲット層に向けて発信！

当事業のポイント

① 講師セレクト

岐阜に移住した多世代かつ

様々な活動をされている方たち

② 岐阜ホールを活用

株式会社リトルクリエイティブ

センターが運営する東京上野に

あるカフェ・イベントスペース．

岐阜ホールのSNSを利用して

関東圏を中心に告知できるのでは…？



告知方法

告知ツール

・かかみがはら暮らし委員会 WEB（記事・記事コンタクトフォーム）・SNS

・岐阜ホールSNS（Facebook、Twitter、Instagram）

・ローカルメディア「さかだちブックス」・SNS

・TOFU magazine

・有料広告（Facebook、Instagramフィード・ストーリー）

目をひくようなインパクトのあるバナーを作成．

有料広告は＃ハッシュタグやキーワードを工夫．

アナリティクス機能を活かし、広告を切り替え．







結果

各セミナーにテーマを設け、ターゲットに向けて告知することで、

標的としている層の参加者を多く認めた．

テーマが多岐に渡ったこともあり、リピーターを多く認めた．

デザインバナーを工夫することで、fbのエンゲージメント率が非常に高かった．

（Ave.  3.88%、max 

6.88%）

講師のトークと座談会を設けて、間口を広くすることで

岐阜に興味がある方〜移住を検討する層の方まで、様々な動機を元にした

参加を認めた。



フォローアップセミナー

東京の岐阜ホールにて、希望者と移住相談員とともに
フォローアップミーティングを開催。

移住相談員の方にも参加していただき、オンライン（Zoom）にて開催。

［希望者：20代女性首都圏在住］

［希望者：40代男性大阪在住］

どちらも“ぎふな夜”のリピーターの方。

ぎふな夜で関わりがあったからこそ、個人的な相談もしやすく、

求められる情報の提供もスムーズであった．



全 7回を通して

掲げた目標に対して

・目標としていた、セミナーの参加者数には毎度達しなかったが、

各回のターゲットとしている層に近い方の参加を多く認め、

移住相談会としての役割を果たすことができた。

・毎回のセミナーで概ね「とても満足した」あるいは「満足した」という

答えをいただき、80％以上の満足度を得ることができた。

・フォローアップミーティングの開催は２名に留まった。アンケートでフォロー

アップミーティングに興味を持つ方は多く認めたが、ダイレクトメッセージ

での反応は今ひとつであった。今後、興味を持つ方がもう少し相談・連絡

しやすいような誘導の検討が必要。



全 7回を通して

「移住」のみではなく他のワードも使用→「移住」という言葉にとらわれない

各回のテーマ・講師の設定→標的としている層の参加

岐阜で活躍する講師たちや岐阜のまちの面白さを紹介するきっかけともなった

時代のニーズに即した、オンライン移住相談会としての役割を果たすことができた。

「移住に興味がある」と答えた方全員へのフォローが困難であった．

一方で…

「気軽に話を聴ける」、「コンタクトをとれる」、

「繋がりをもつことができる」機会が必要！



今後の展望と予定z

・移住検討者

今後の展望

・「岐阜」に興味

・「まちづくり」に興味

・岐阜に在住の方→ Action

Actionを起こすために…

かかみがはら暮らし委員会として
続けていきたいこと．

岐阜ホールとして
展開したいこと．

求めるもの、
求められているもの、

バランス．

− “移住 ”って …？ー

・「移住」という言葉の在り方

→ Action

県外・県内ともに岐阜県の魅力がもっと伝わるような活動を…！



ご清聴ありがとうございました


